
パバーナカプリーチョ
マジョルカ　愛の歌
グラナダ　タンゴ
コルドバ　朱色の塔
アストリアス　セビージャ Etc.

6  1
一般 ￥3,500 / 学生 ￥1,500
特別 ￥7,000 （本＋チケット）

開場 14:00 開演 15:00

プログラム

お問い合わせ・チケット購入は
下記のFAX、または右記QRコードから

Artes liberales

※演奏曲目は当日変更となる可能性がございます

イサーク・アルベニス作曲

TEL 075-781-1002

2025

https://kyoto-gekkodo.com

会場 錦鱗館
京都市左京区吉田神楽岡町３−１３

※特別チケット販売は�/��まで
（当日チケット若干有り）チケット販売は�/��まで

日日月

「銀閣寺道」 または 「浄土寺」で下車
それぞれのバス停から約���m

日曜定休 営業時間 ��:��~��:��

FAX 075-711-2055

出版記念コンサート

企画・協賛（共催） 

後援：駐日スペイン大使館 後援：日本スペインピアノ音楽学会

主催

伴音会 月光堂楽器店

（京都薬科大学）
クラシックギター部OB会

購入ページ



本書は、スペイン音楽、なかでもアルベニス（1860－1909）
を中心に演奏活動や執筆を続けている上原由記音による集
大成の書。第１部は「生涯編」。アルベニス研究は、1990年代
にその第一人者J.トーレスの本格的な調査により、公文書に
よる客観的なデータが明らかになる。今回、著者はこの研究
を基本とし、さらにアルベニスが旅行中に携え青少年期を描
写した。「アルバム」も再確認しつつ、また彼の日記や往復書
簡もふんだんに用いてその生涯の全貌を詳述。彼がパリとバ
ルセロナの音楽界の橋渡しの担い手であったことや、中央
ヨーロッパと近代スペインの音楽の関係などを詳述する。第
２部の「作品編」では、アルベニスの作品全体をカバーする。
なかでもピアノ作品については、日本で初めて全作品を紹介。
後半期の重要な作品を中心に、民族的な作品の特徴とその
表現方法も含めて、著者ならではの知見
から解説を行う。監修は、著者の恩師で
ある石田一志氏による。

J・フェヴリエ氏、A・デ・ラローチャ女史に師事。2025年3月『ア
ルベニス　生涯と作品』（石田一志監修）を音楽之友社から刊
行。今までに、スペイン政府文科省助成『粋と情熱スペイン・ピ
アノ作品への招待』（濱田滋郎監修）を刊行、同助成CD『アル
ベニス作品集１～４』をリリース、全て『レコード芸術』誌特選。
共和国政府招聘でのキューバ及びヨーロッパでリサイタル、
レッスン、講座、国営放送への出演を行う。パリエコールノルマ
ル音楽院審査員奨励賞を得て演奏家ライセンス修了。《イベリ
ア》全曲リサイタル開催。国立大学法人琉球大学名誉教授。 日
本スペインピアノ音楽学会を設立、現在まで会長を務める。審
査員としては、スペインのハエン賞国際ピアノコンクールに今ま
でに3回ハエン自治州より招待を受けている。 その他、日本で
は青少年のためのスペインピアノコンクールやスペインギター
コンクールの審査を務める。

上原 由記音 うえはら ゆきね

「アルベニス 生涯と作品」
上原由記音　著 
石田一志　監修　
音楽之友社　4,400円（税込）

書籍ページ▶詳細はコチラから
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